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地域社会と調和する観光のあり方として

注目されるレスポンシブルツーリズム。

観光に求められるものは、コロナ禍に

よってどう変わったのか。

欧州、ハワイからの報告を踏まえて、

レスポンシブルツーリズム推進のための

ポイントを整理したい。

はじめに

（https://www.contiki.com/en-sg/tours/cambodia-laos-uncovered）
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4-0. おきなわサステナラボ

公益財団法人日本交通公社

沖縄事務所（おきなわサステナラボ）

JTBF Okinawa Lab. for Sustainability

2022年4月設置
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4-0. おきなわサステナラボ

〒900-0021

沖縄県那覇市泉崎一丁目20-1 

那覇オーパ3階
O2 OKINAWA OFFICE内

Mail: okilab@jtb.or.jp
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4-1. 用語の整理

訪問客、業界、環境および訪問客を受け入れる

コミュニティーのニーズに対応しつつ、

現在および将来の経済、社会、環境への影響を

十分に考慮する観光

Tourism that takes full account of its current and future economic, 
social and environmental impacts, addressing the needs of 
visitors, the industry, the environment and host communities

（Making Tourism More Sustainable - A Guide for Policy Makers, UNEP and UNWTO, 2005, p.12）

■ サステナブルツーリズム／Sustainable Tourism
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4-1. 用語の整理

持続可能で非侵略的な自然ベースの観光であり、主に自然に関して直接学ぶ

ことに焦点を当て、ローインパクトで非消費主義的であり、マネジメントや

恩恵、規模の面で地域志向であるように倫理的に管理された観光

■ エコツーリズム／Ecotourism

自然環境や歴史文化を対象とし、それらを体験し、学ぶとともに、

対象となる地域の自然環境や歴史文化の保全に責任を持つ観光のあり方

（UNWTO）

（環境省）
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4-1. 用語の整理

■ エコツーリズムのスパイラル効果

保全を前提とした

観光活用

一次的・直接的な

観光による効用

二次的・波及的な

観光による還元

• ローインパクト／ローフットプリント

• 地元人材・資材の活用

• 専門ガイドを通じた体験・学び

• 訪問客の高い満足度

• 地域における消費拡大

• 地域雇用の創出

（JTBF：一般論としての整理）

• 訪問客の意識変容

• 地域資源保全への還元

• 地域経済への波及

• 観光理解／誇りの醸成
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4-1. 用語の整理

公的に一義的な定義づけはされていない

ただし、

主に観光客が訪れる場所、観光事業者が事業を行う場所、地域社会と

観光事業者が交流する場所において、観光がもたらす経済、社会、環境への

影響を責任を持って管理し、プラスの影響を最大化、マイナスの影響を

最小化する必要がある

■ レスポンシブルツーリズム／Responsible Tourism

（Cape Town Declaration, International Conference on Responsible Tourism in Destinations, 2002）
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4-1. 関連用語の整理

■ レスポンシブルツーリズムの使われ方

• サステナブルツーリズムの概念と共通する部分が
多いが、観光管理における「責任」に特に焦点を
当てたツーリズムのあり方で、特に責任の主体を
限定したものではない（と思われる）。

• 近年では、オーバーツーリズムの文脈と合わせ
て、“責任ある旅行者（Responsible Traveler）”のよう
に、

訪問者側に対して
－訪問地に対する尊重・理解
－倫理的な行動

を求め、観光地側が望ましい
－訪問者を選別する

といった限定的な内容で語られることも多い。（UNWTO Website）
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4-1. 関連用語の整理

（https://visiticeland.com/pledge）
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4-1. 関連用語の整理

（https://visiticeland.com/pledge）
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4-1. 関連用語の整理

（https://www.eturbonews.com/227754/iceland-
encourages-responsible-tourism-with-pledge-

button/）

（https://www.hostel.is/social--sustainable）
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4-1. 関連用語の整理

（https://www.sustainabletourism.nz/）
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4-1. 関連用語の整理

サステイナブル・ツーリズムで世界をリードする

本コミットメントは、2025年までに全ての観光事業がサステナビリティにコミットしていることを目指すものです。

私たちのビジョンは世界をサステイナブル・ツーリズムの分野でリードすることです。

そのためには、野心的な経済目標を達成しつつ、地域コミュニティに大きな利益をもたらし、
自然環境を回復、保護、強化することに貢献し、国内外の観光客から選ばれ続ける高品質の観光地であることが求められます。

私たちは全ての観光事業者にこの刺激的なサステナビリティへの旅に加わるよう呼びかけます。
14のコミットメントに対応し、このコミットメントに加わってください。

私たちはともに、この国でポジティブで永続的な貢献をする真に持続可能な観光産業を創造することができます。
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4-2. レスポンシブルツーリズムの視点

（一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー）

（一般社団法人沖縄県レンタカー協会）

• 理想（ビジョン）と現実（問題）のジレンマ

－問題を抱えたまま対外的にビジョンを標榜してよいのか
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4-2. レスポンシブルツーリズムの視点

（https://www.us4iriomote.org/）

• 理想（ビジョン）と現実（問題）のジレンマ

－内部課題を解決しないまま外部に対応を求めることの是非

持続可能な西表島のための来訪者管理基本計画
において整理された課題（一部）
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■ レスポンシブル（責任）の使われ方

説明責任

Accountability

遂行責任

Responsibility

賠償責任

Liability

最後までやりきること

<active>

説明する義務

<passive>

損害に対する対応義務

<passive>

4-2. レスポンシブルツーリズムの視点
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4-2. レスポンシブルツーリズムの視点

能動的

active

受動的

passive

■ レスポンシブル（最後までやりとげる）と親和性が高いのはビジョン追求型の取り組み

• 問題解決型の取り組みは、今取り組まないと何かが壊れる。それゆえに動機は明快。

• ビジョン追求型の取り組みは、能動的な行動。想い／信念／覚悟がないと持続しない。
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4-3. “ちむぐくる”を感じる取り組み事例 ※ ちむぐくる（肝心）: 人の心に宿る深い思い

■ 100年先に三線の素材を繋いでいく – くるちの杜100年プロジェクト

• 輸入に頼ることが多くなったくるち（黒木）を植樹し、100年後の未来に繋げる取り組み。

• 2012年に開始、各種イベントやツアーと連動することで多くの人を巻き込んでいる。

（左2枚：沖縄県三線制作事業協同組合） （沖縄ツーリスト）
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4-3. “ちむぐくる”を感じる取り組み事例

■ 歴史、自然、文化を守る為に価値を伝えていく – ガンガラーの谷

• 自然の森と旧石器時代の遺跡を活かした、予約制ガイドツアー専用エリアの設定。

• 30000年前の人類の痕跡とこの森を、30000年後の人類に残していくためのツアー。

（左3枚：ガンガラーの谷）
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4-3. “ちむぐくる”を感じる取り組み事例

■ そこにホテルがあることでより良い地域が創り出せる – 百名伽藍

• 県産材や赤瓦、琉球石灰岩など地元素材をふんだんに利用、県内からがじゅまるの樹を移

設。

• 歴史・文化・芸術に通じた人材の採用、絵画・石像の制作から歴史本の発刊まで。
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4-3. “ちむぐくる”を感じる取り組み事例

■ 子どもたちの取組が、大人を、町を動かした – うじじきれい団

• 夏休みの宿題をきっかけに姉妹が海岸清掃を開始、その後も清掃を毎朝続ける。

• 子どもたちの取り組みに賛同して、町がゴミ箱を設置、取り組みは島内外へ拡大。

（https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000009.000079969.html）
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4-3. “ちむぐくる”を感じる取り組み事例

■ 官民連携による業界のグリーン化推進の取組 – おきなわ観光グリーンガイド2012

• 県事業で、業界各分野の若手リーダーが執筆を担当し、グリーン化推進ガイドを制作。

• グリーン化の必要性、取り組み方マニュアルの他、実際の取組事例を数値を使って紹介。
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4-4. パンデミックを契機とした意識の変化

■ 取組地域の拡大による市場意識の変化

• ハワイをはじめ、欧州など先行して取り組む地域が拡大することで市場意識も変化してい

る。

• 加えて、脱炭素化・ミレニアル世代の台頭も含めて、社会全体の意識も変化。

（ハワイ州観光局）
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4-4. パンデミックを契機とした意識の変化

■ 観光のない世界を知ってしまった住民

• コロナ禍により、一時的に観光地から訪問者がほぼゼロまでに落ち込む異常事態に。

• 混雑のない街、透明度の増した海を見て、観光のネガティブイメージに繋がった住民

も。

（沖縄観光コンベンションビューロー）



Copyright ⓒ 2022 JTBF All Rights reserved. <26>

4-4. パンデミックを契機とした意識の変化

■ Build Back Better – よりよい復興

• 元は、災害復興時に次の災害発生に備えて、より災害に対して強靱な地域を目指す考え方。

• 主に住民側から、従前のオーバーツーリズムを繰り返さないといった文脈で使われるよう

に。

Venice Tourism May Never Be 

the Same. 

It Could Be Better.

The pandemic crushed the tourism industry in Venice 

and other overtouristed cities. But many see this as an 

opportunity to rethink a “tourism monoculture.”

（The New York Times, Oct. 4, 2021）
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4-4. パンデミックを契機とした意識の変化

■ Sustainability to Purpose-Driven

• 社会課題に対して、どのような姿勢・ビジョンで望むのかが求められる時代。

• サステナブルツーリズムに取り組んでいると宣言するだけでは免罪符にはならない。

（Euromonitor International Lifestyle surveys, 2020 and 2021）
© Euromonitor International

消費者の行動主義（2021） 行動主義の変化（2020-2021）
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4-5. まとめ

■ 現況分析と優先順位付けが必須

• サステナブルツーリズムに王道はない。

• 地域の現況と課題によって、何から取り組むのか、

何を目指すかは異なり、同じ取り組みにはならな

い。

地域の内外環境分析と優先順位付けが必要。

• 問題解決型の取り組みは、対症療法として必要。

一方で、中長期的なサステナビリティのためには、

ビジョン追求型の取り組みも求められる。

• ビジョン追求型の取り組み成果を、持続させるため

には地域にも明確な想い／信念／覚悟が求められ

る。

• 市場も変化しており、取り組みを進める中でも、

その元にある目的／姿勢を伝える必要が出てきた。

内部環境 外部環境

市場・社会全体

競合地等の状況
旅行者・事業者

住民・資源等の状況

現況分析・ポジショニング分析

ビジョン設定・戦略策定・優先順位付け
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4-5. まとめ

■ 地域全体で実践者の思いを支え、拡げる

• 「一人(ぴとぅる)引(ぴ)き、群引(むるぴ)き」、

「一人が立ち上がれば、みんなも立ち上がる」

• 実践者を正当に評価することで、全体を引き上げ

る。

• 責任ある旅行者を呼びこむ前提として、内部（地域内）

の良い取り組みを取り上げ、拡げて、外部（訪問者）の

共感に繋げることが求められる。
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第32回旅行動向シンポジウム 資料（主催：公益財団法人日本交通公社）

本資料の引用や転載をご希望の場合は、下記までお問い合わせください。

公益財団法人日本交通公社 観光文化振興部 企画室
zaidan_info@jtb.or.jp

mailto:zaidan_info@jtb.or.jp

